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上位・関連計画 

4.1上位・関連計画の概要 

 

上位・関連計画など 
 

 香芝市第４次総合計画                   （平成２３年３月） 

将来像 【香芝市の将来像】 笑顔と元気 住むなら かしば 

バリアフリー化 

などに関する記

述 

 

 

「安心して、やすらぎを感じることができるまち」 

【交通安全対策の強化】 

・地域における主体的な活動が大切なため、地域の特性に応じた取り組み

等により、市民参加型の交通安全活動を推進する。さらに、市民の安全

な交通環境を確保するため、放置自転車対策を進めるとともに、関係機

関と連携して総合的な交通安全対策を推進する。 

 

「快適で便利なまち」 

【良好な新市街地の形成】 

（バリアフリー化の促進） 

 ・高齢者や障害者にやさしいまちづくりをめざすために、基本構想を策定

し、整備を進める。 

 ・鉄道駅におけるスロープ、エレベーターなどの整備を推進する。 

 ・歩道の確保や段差の解消等を行い、人にやさしい道づくりを推進する。 

【駅を中心とした拠点機能充実】 

 ・鉄道駅を地域拠点の核施設として、また香芝市の顔・玄関口としてそれ

にふさわしい利便性の向上に努め、駅周辺地区について都市的にぎわい

の醸成と、それぞれ地域特性に合った整備を図る。 

【道路整備の充実】 

（生活道路等の安全性の確保） 

 ・道路の路面状況や施設等について、異状が無いか定期的にパトロールを

実施する。 

 ・点検等により発見された異状や、市民から寄せられた情報を元に道路の

補修を徹底し、機能の維持管理に努める。 

 

「心豊かに健康に暮らせるまち」 

【地域福祉の推進】 

（地域で支え合う仕組みづくり） 

 ・市内各ボランティア団体の情報をボランティアセンターに一元化を図り、

各種ボランティア情報の発信、養成講座の実施により、市民のボランテ

ィア活動の推進を図る。 

（福祉まちづくりの推進） 

 ・高齢者や障がい者の社会参加の機会の促進のため、就労支援や生涯学習

等の推進を図る。 

 

 

４ 
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 香芝市都市計画マスタープラン               （平成３０年３月） 

都市づくり

の目標 

 ・地域資源を生かした誇りと魅力ある都市づくり 

 ・活力とにぎわいのある計画的な都市づくり 

 ・安全で快適な生活基盤の充実した都市づくり 

 ・市民とともに取り組む協働の都市づくり 

将来都市構

造 

 

 

本市においては、ＪＲ香芝駅、近鉄下田駅周辺の市街地を都市拠点、近鉄五位堂

駅周辺の市街地をにぎわい拠点とし、その他拠点及び軸の連携により、コンパクト

な都市の形成をめざすものとする。 
 

拠点 目標 

都市拠点 

 

本市の中心核を形成し中心市街地となっているＪＲ香芝駅及び近
鉄下田駅周辺においては、歴史遺産などの活用により、ゆとりと落
ち着きのあるくらし拠点を形成するとともに、水と緑のネットワー
クの形成や安心・安全に過ごせるまちづくりを推進する。また、市
役所周辺には、ふたかみ文化センター、総合福祉センターなどの公
共施設が立地しており、今後もこれら行政、文化、福祉、商業など
の機能の集積を進め、市民生活のサービスの充実と利便性の向上を
図る。 

地域生活

拠点 
 

中心市街地以外のその他鉄道駅周辺地区は地域生活拠点として、
駅へのアプローチを円滑化するため、歩行者、自転車空間及び駐輪
場等の確保に努めるとともに、日常利便施設等の充実により地域の
顔となる個性と魅力ある都市空間を創出する。 

にぎわい

拠点 

近鉄五位堂駅周辺においては、商業・業務施設などの誘導・集積に
よりにぎわいのあるくらし拠点を形成するとともに、道路基盤の形
成や安心・安全に過ごせるまちづくりを推進する。 

産業拠点  香芝 IC 周辺においては、広域交通基盤を活用した産業の育成な
ど、都市の活性化を先導する拠点として、流通業務施設や商業施設
などの立地を誘導する。 

緑の拠点 本市北部の香芝市スポーツ公園、西部の香芝総合公園、及びどんづ
る峯周辺、東部の高塚地区公園などの緑の拠点では、地域住民のス
ポーツなどの多様なレクリエーション活動や、自然などとのふれあ
いの場としてその充実に努め、人と人とのふれあいや人と緑のふれ
あいの核とする。 

バリアフリ

ー化などに

関する記述 

 

 

（道路の方針） 

 ・すべての人が安心して快適に通行できるユニバーサルデザインの歩行者空間づ

くり 

 ・子どもや高齢者、障がい者等が歩きやすく、ベビーカーや車椅子、自転車等が

通行しやすい道路環境を形成するため、歩道幅員の確保、歩道の段差や傾斜の

解消、誘導ブロックの整備など、人にやさしい道づくりを促進 

 ・違法駐車、迷惑駐車に対して、警察、自治会等の協力を得ながら、その防止や

啓発活動の推進 

（公共交通の方針） 

・鉄道駅におけるスロープ、エレベーターなどのバリアフリー化を促進 

・公共交通の利便性を高めるため、鉄道各駅の交通結節機能を強化 

（公園・緑地の整備方針） 

 ・豊かな自然環境や歴史遺産と各種レクレーション施設等のネットワーク化によ

り、利便性や利用効果を高める 

（防災基盤の整備方針） 

 ・避難路における段差や傾斜の解消、誘導ブロック、誘導標識などの整備 
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香芝市のまちづくりの考え方における都市構造とは、まちの中心づくり（拠点）とネッ

トワーク（軸）からなり、「拠点」は都市機能などの集積を図り、その機能を効率的・機

能的に発揮するものとし、また、「軸」は拠点の集積や連携・交流などを誘導するものと

なっています。 

 本市においては、JR 香芝駅、近鉄下田駅周辺の市街地を都市拠点、近鉄五位堂駅周辺

の市街地をにぎわい拠点として位置付けられています。 

 
 

 

 第２期香芝市地域福祉計画                 （平成２８年３月） 

基本理念・ 

政策分野 

【基本理念】 ふれあい、支え合う 「絆」のまち かしば 

（計画の政策分野） ・市民協働参画による福祉コミュニティの形成 

          ・市民に質の高い福祉サービスの提供 

          ・快適で安心して暮らすことのできる都市環境の形成 

          ・市民の生きがいと健康づくりの推進 

バリアフリー

化などに関す

る記述 

 

 

「快適で安心して暮らすことのできる都市環境の形成」

（今後の方向性） 

「ユニバーサル・デザイン」の考え方に基づき、公共施設のバリアフリー化だ

けでなく、民間事業者へも協力を求め、だれにもやさしいまちづくりを進める。 

 また、バリアフリー化の重要性や高齢者・障がいのある人に対する理解を深め、

行動につなげる「心のバリアフリー」を推進し、すべての市民が、同じように社

会参加できる環境づくりに努める。 

将来都市構造図 
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 第２期香芝市障がい者計画                 （平成３１年３月） 

基本理念・ 

基本目標 

【基本理念】 すべての人が支え合い、安全で安心な暮らしのできる地域共生の 

       まちづくり 

（計画の基本目標） ・人々が支え合い、尊重し合う地域共生社会の実現 

          ・健康で生きがいのある暮らしを支援する環境の促進 

          ・子どもの健やかな成長のための支援の充実 

          ・安全で安心な生活環境の整備 

バリアフリー

化などに関す

る記述 

 

 

「安全で安心な生活環境の整備」 

（移動手段・交通機関のバリアフリーの促進） 

 ・市民の交通マナーやバリアフリーに対する意識啓発に努める。 

 ・移動の利便性を図るため、持続可能な公共交通網を形成し、外出しやすい環 

  境整備に努める

（バリアフリーのまちづくりの推進） 

 ・香芝市バリアフリー基本構想や特定事業計画に基づき、公共施設等のバリア 

  フリー化を推進する。 

（心のバリアフリーの推進） 

 ・困っている人がいれば声をかける等のだれもができる行動について、周知を 

  行う。 

 

 

 奈良県住みよい福祉のまちづくり条例           （平成７年３月公布） 

目的・基本理

念 

 

（目的） 

 住みよい福祉のまちづくりについて、基本理念を定め、並びに県、事業者及び

県民の責務を明らかにするとともに、障害者、高齢者その他日常生活又は社会生

活に身体の機能上の制限を受ける者（以下「障害者、高齢者等」という。）をは

じめとするすべての県民にとって安全で快適な生活環境の整備を推進し、もって

県民の福祉の増進に資することを目的とする。 

（基本理念） 

 住みよい福祉のまちづくりは、すべての人々が個人として尊重され、等しく社

会に参加できることを基本として、障害者、高齢者等の行動を制約する障壁が取

り除かれ、すべての人々が自らの意思で自由に行動し、安全で快適に生活できる

地域社会の実現を目指して行わなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 


